
  令和５年 10 月 25日 ( 水 ) 開始

記録は宝
熊本大学 松井家文書
宮本武蔵の記述と
新たな発見を未来へ

目標金額は ��� 万円

プロジェクトの詳細はこちら
https://readyfor.jp/projects/kumalib

珠玉の家老「松井家文書」＊を世界へ！

　文書史料の修復と
　インターネット公開を目指します！

熊本大学附属図書館所蔵 松井家文書 「松井興長書状控」

苦境の
松井家文書を

お救いください！

熊本大学附属図書館
公認キャラクター くまぽん
宮本武蔵風くまぽん

クラウドファンディング第一弾！

令和６年   1 月 22 日 ( 月 ) 終了  

＊珠玉の家老とは！？…江戸時代の近世大名 ��� ほどの中で、現存する家老の文書群としては 　質・量ともに日本有数のもの！

　　熊本の誇る珠玉の近世史料・最強の家老文書は「松井家文書」です！（熊本大学永青文庫研究センター長 稲葉 継陽）

＊当企画は熊本大学所蔵「松井家文書」に関する企画であり、
熊本県八代市の一般財団法人「松井文庫」様の所蔵資料ではございません。



記録は宝 熊本大学所蔵「松井家文書」
宮本武蔵の記述と新たな発見を未来へ

目標金額300万円
■本プロジェクトへのご寄附は熊本大学へのご寄附となり、確定申告を行うことにより2025年の税制上の優遇措置が受けられます■

令和5年10月25日(水)10時 から令和6年1月 22日 (月)23時 まで

文書資料の修復と

熊本大学附属図書館では、今秋からクラウドファンディングプロジェクトを実施します。
クラウドファンディングは、インターネットを通じて皆様にご寄附を呼びかけることで資金を集め、プロジェクトを実施するものです。

熊本大学所蔵「松井家文書」は、織田信長の時代から江戸時代終末まで細川家を支えた重臣である熊本藩の第一家老で
八代城主（熊本県八代市）であった松井家に伝来した3万6千点に及ぶ文書資料群です。
松井家は藩から与えられた３万石の知行地のほかに幕府からも京都・大阪に知行地を与えられ、代替わりには将軍お目見えが
許されていた家柄です。 藩政史料に関する古文書類が、昭和30年代に熊本大学へ移されました。

－稲葉 継陽 熊本大学永青文庫研究センター長－
熊本大学所蔵 松井家文書は江戸の近世大名 300あまりにおける家老の文書として、日本有数の質・量を誇る珠玉の貴重資料群です。

関ヶ原の戦や大坂の陣、名古屋城・駿府城・江戸城の普請、島原・天草一揆（島原の乱）での天草四郎首級奪取、晩年の宮本武蔵の人柄など
近世史の重要な記録が相次いで発見されていますが、今、この松井家文書が危機にさらされています！
大学の修復予算のみでは、顕著な劣化がみられる古文書の全てを修復するには到底足りず、今後の保管や研究へ暗雲が立ちこめています。
オリジナルの資料を守り、かつ松井家文書を世界へ発信するために、附属図書館のプロジェクトへ皆様のお力をお貸しください。

インターネット公開のため

主要リターン一覧 ご寄附の方法
Pickup

1千円+システム利用料

ご芳名と

御礼メール

１万円+システム利用料

人気イベント

貴重資料展図録

３万円+システム利用料

本学教員による

特別ツアー！


